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はじめに

　英 語 に は「働 く」 に 相 当 す る 言 葉 が，work, 

labor, employ, serve, ま た「仕 事」，「職 業」 に，

work, job, task, business, occupation, calling 等多数

ある．

　同じ「働く」でも使途や意味は異なる．例えば

work は比較一般的な意味で広く「働く」に使われ，

labor 「肉体的労働・骨折り」，employ は，「雇用さ

れる」，serve は「サービスを提供する」，「従事する」

の意味合いが強い．また work は名詞でも「一般的

な仕事」，job はこれに近いが，「骨おり的作業」と

いう意味もある．さらに「骨折り」が強調されるの

が task である．business は「実務的な仕事」を指し，

occupation は「天職」的な色彩を帯び，calling と

なると「聖職」としての職業という意味が強くなる．

「働く」，また「職業」をどうとらえるかの相違か

ら派生した用語の違いであろう．

　「働く」こと，また「仕事」に対する考え方は，

人それぞれとはいえ，社会の状況，時代に制約を受

けつつ変化してきた．

　本稿では，働くことをどうとらえるか，いわば労

働観を考える．歴史を遡り，先ず古代ギリシャ，ロー

マ時代の労働観，またキリスト教における労働観の

変化，インド，中国や韓国の労働観を概観する．そ

の上で日本の神道，宗教の労働観，さらには徳川時

代の思想家・実践家の労働観を紹介する．

1 �．古代ギリシャ，ローマ時代の労働の�
とらえ方

　西洋文明の淵源を辿ればギリシャ・ローマ文明と

キリスト教になろう．

　周知のように古代ギリシャは紀元前 8 世紀から紀

元前 6 世紀までバルカン半島南東部に栄えた都市国

家である．小規模であるが，ソクラテス，プラトン，

アリストテレス等を輩出し，哲学，医学，美術等絢

爛たる文化の華を咲かせた．この文化繁栄の礎に

あったのが奴隷の存在である．農業，手工業，いわ

ば生活を営む上で基本となる衣・食・住の維持のた

めに働く者＝奴隷と文化活動に専念する自由な市民

という身分社会が形成されていたのである．ここで

は労働は卑しい者のすること，厳しい肉体労働とし
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てとらえられていた．

　また紀元前 6 世紀末から 5 世紀の約 9 世紀間，共

和国，次いで広大な版図をもつ帝国として栄えた

ローマ帝国の時代も事情は変わらなかった．戦争で

征服した人々，異国人を奴隷にし，厳しい肉体的労

働を課し，その上で自由な市民は政治活動，知的活

動，文化活動を行った1）．

2 ．キリスト教における労働のとらえ方

　西洋文明の形成に最も大きな影響を与えたのはキ

リスト教である．キリスト教では労働をどのように

とらえてきたのであろうか．

⑴　キリスト教初期の労働観

　旧約聖書・創世記に記すところによれば 2），神が

6 日間かけて天地万物を創造し，最後に人間―最初

に男―を創られ，男の肋骨一本をとって女を創られ

た．アダムとイブである．2 人は，神の創ったエデ

ンの園という楽園，天国に住まい，なに不自由なく

食べられるように，あらゆる果物の木が与えられて

いた．ただその中に，この木の実―善悪を知る禁断

の木の実―だけは絶対食べてはならないと神から厳

命されていた．ところがアダムとイブは，悪賢い蛇

にそそのかされ，この木の実を食べてしまった．神

の唯一つの戒めに反したわけである．やがてこのこ

とを知った神はアダムに「あなたは一生，苦しんで

地から食物を取る．地はあなたのために，いばらと

あざみを生じ，あなたは野の草を食べるだろう．あ

なたは額に汗をしてパンを食べ，ついに土に帰る．

あなたは土からとられたのだから」と告げる．そし

て神は彼らをエデンの園から追い出し，土を耕さな

ければ生きられないようにした．その子孫である人

間が生きていくために，やむを得ずやらなければな

らなくなったこと，それは土を耕すこと，それが労

働である．ここに示されるのは人間の原罪に対する

罰としての労働・苦役である．

　これは初期のキリスト教3）の労働のとらえ方であ

る．この考え方が，15～16 世紀に起こった宗教改

革で大きく変化する．

⑵　宗教改革4）

　キリスト教は，多くの試練を経ながら次第に勢力

を増し，14～15 世紀頃までにその中心となったロー

マ・カトリックがヨーロッパの多くの国々に普及し，

支配するようになっていた．16 世紀になるとカト

リックは，ドイツを収奪の対象とするなど，本来の

キリスト教の教えから徐々に逸脱し始めた．最後に

は，教会の財源不足を補うため，天国への免罪符を

販売することを始めた．こうした教会の堕落に対し

て，ドイツでマルティン・ルターが「95 カ条」の

抗議文を公にしたのを皮切りに，いわゆる宗教改革

が始まり，その影響をうけたジャン・カルヴァンが

フランスで地下運動を行なう等やがて宗教改革は

ヨーロッパ全土で展開された．

　従来のカトリックでは，神は，キリストの代理者

である法王・ローマ教皇に直結しているとされた．

法王を頂点とするカトリックの教会のいわばピラ

ミット的な組織が形成され，その末端にいる神父も

また神の代弁者であり，神父の教えに従うことが神

の教えを守ることになるとされた．

　これに対して，宗教改革者 = プロテスタントた

ちは，カトリックの教会の教皇の絶対権力やピラ

ミッド組織を否定し，個人の信仰の尊厳を強調した．

組織を通じてではなく，一人一人が神の言葉を記し

た聖書を通して直接神につながることができる，聖

書こそが正しい信仰の唯一の基礎であると主張した

のである．

　この結果，宗教改革以降，聖書はラテン語が主で

あったのが多数の国，民族の話している言葉に訳さ

れるようになった．

⑶　プロテスタントと労働観

　聖書を唯一の導きとして神に繋がるといっても，

聖書の解釈は無数にあり多くの会派ができ，日々の

生活を送るのに精一杯の一般庶民は比較検討し理解
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することは難しく，またその余裕はない．そこでた

とえ聖書を理解できなくても，より多くの人々に受

け入れやすい教えとして説かれたのが「自分に与え

られた仕事に真面目に取り組むこと，労働すること，

それがそのまま，神の御業を，神の栄光を，この地

上において実現することになる」という考え方であ

る．

　Calling の語源はこの考え方による．つまり call

は神の呼びかけてであり，その呼びかけに応えるの

が人間の calling 天職なのである．従来，罰，苦役，

必要悪とされていた labor 労働をカトリック教会や

ローマ教皇の権威の否定と共に calling へと大きく

変わったのである．

　後にドイツの経済学者・マックス・ヴェバーは『プ

ロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』5）で，

こうしたプロテスタントの精神が内面化され，個人

を突き動かす精神的駆動力になったことが，資本主

義発展の大きな原動力であったと分析している．

3 ．アジアにおける労働のとらえ方

　分野，テーマに関わらずわが国のあり方を考える

とき，欧米との比較という物差しが一般的で，アジ

アとの対比は等閑にされがちである．しかしアジア

といっても一様ではなく，アジアの主要国とわが国

とを同様に考えるわけにはいかない．ここではアジ

アの代表的な労働に対する考え方をみておこう．

⑴　インドのカースト

　インドには独特の身分制度カースト6）がある．そ

の起源は紀元前 1500 年頃，ガンジス川流域にアー

リア人が進出し，先住民を征服し，彼らを隷属階級

として支配した時代にまで遡るといわれる．その後，

支配層の間にも職能の分化が生じ，バラモン（司祭

者・僧侶），クシャトリア（王侯・武士），バイシャ

（商業者，農民，庶民），シュードラ（隷属民）の

身分制度が成立した．これがやがてインド全域に広

まり，バラモンを最上位として宗教的権威と社会的

特権を認め，社会秩序を組織化するものとなった．

特に 4 世紀のグプタ王朝以後の諸王朝では，この理

念を支持して社会秩序の維持にあたり，10-14 世紀

には村落共同体の展開に伴い，各地域では土地保有

階級を中核としてカーストの固定化が進行し，

16-17 世紀には頂点に達した．さらに社会における

機能分化が進むにつれ，主としてバイシャ，シュー

ドラに属する人々の間にカースト集団の細分化が生

じた．各カーストは閉鎖的，排他的であり，その成

員は共通の習慣，祭式，さらに世襲の職業に従事す

る義務を持ち，他のカーストとの結婚，および飲食

は厳重に禁止された．また言語もカースト言語があ

り，各身分間で別の言葉が話された．

　こうしてカーストにおいて，バラモン，クシャト

リアは精神的，あるいは知的な仕事，シュードラは

肉体的な穢れた仕事，バイシャはその中間に位置づ

けられ，身分と仕事の貴賎が区分された．

　このようなカーストは，インド近代化の障害とな

り，今日では憲法で否定されたが，なおインド社会

に根強く残っている．

⑵　中国の科挙制度

　現在の中国は共産主義国家であり，共産主義は労

働者を重んじる社会体制の筈である．しかし，その

実は知的労働と肉体労働の上下関係が明確で，共産

党独裁の強固な官僚統治機構の下，肉体労働に従事

する多く庶民がおり，貧富の差は大きいといわれる．

　1960 年代半ばから 10 年余り続いた文化大革命に

おける徹底した知識人弾圧は，裏を返せば，知識労

働への妬み，憧れだったともいえよう．また 1989

年の天安門事件の背後には，共産党幹部が特権的地

位を利用して，許可権を乱用し，労せずして莫大な

富を築いていることへの学生や知識人の強い反感が

あった．

　何れにしても理念としは労働者の国・共産主義国

家を目指しているとしている中国には，肉体労働蔑

視の考えが根強く残っている．科挙制度が長く続い

たことがその主因だろうし，また科挙が長く重視さ
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れていたことは，その証左の 1 つともいえよう．

　科挙7）は，中国で行われた官吏登用試験である．

　科挙は隋朝の楊堅（文帝）により始められたが，

隋から唐の時代には，貴族の世襲制が続いており，

その効力は発揮できなかった．北宋時代になると，

科挙によって地位を得た官僚たちが新しい支配階

級・士大夫を形成し，政治・社会・文化に大きな影

響を与えた．また彼らは，地位・名声・権力を得て，

さらに大きな富を得ていった．

　科挙の試験は三日間，各自が個室で答案を作成し

その合間に食事や睡眠を自由に取るというもので書

物やメモ類の持ち込みは禁じられていた．科挙の試

験科目は，時代によって変化しているが，その基本

は教養である経書，詩文，時事，そして歴史，政治

等に関する論述であった．学識本位の科挙の選考で

あるが，合格すれば将来を約束されるため，その競

争率は最盛期には約 3000 倍に達したといわれる．

　この最難関の科挙に合格するためには，幼い頃よ

り労働に従事せず学問のみに専念できる環境，学問

の為高名な学者へ入門する費用を賄う資金力，関連

して当時まだ高価であった書物の多数を購入できる

経済力が絶対条件とされた．そのため，実際に科挙

を受験できる者の大半は官僚あるいは富裕者階級の

子息に限られていた．他方跡取りとなる子が科挙に

合格しなければ上層階級も没落する可能性を含んで

いた．

　このような試験偏重主義の弊害は，次第に大きく

なっていった．「万般皆下品，惟有読書高」（ただ読

書のみが尊く，それ以外は全て卑しい）という風潮

が一般的になっていった．科挙に合格した官僚たち

は，詩作や作文の知識をもつことが最大の関心事で

あり，経済や政治の実務や国民の生活には無能，無

関心であった．この結果，政府は弱体化し，欧米列

強の圧力が進むにつれ，深刻な問題になっていった．

そして欧米列強がアジアへ侵略すると，科挙官僚は

「マンダリン」と呼ばれ時代遅れの存在となり，約

1300 年続いた科挙は，清末の 1904 年に廃止された．

ただ科挙は廃止されたが，知識人崇拝，肉体労働蔑

視の風潮は根強く残っている．

　そしてこの考えが，現在の共産主義国家の支配階

級にも見て取れるというのは言いすぎであろうか．

⑶　韓国の大学進学率の高さと両班

　韓国の経済発展は目を見張るものがある．経済発

展の原動力は高い労働意欲にあることに間違いな

い．ところで日本では老舗という言葉に象徴される

ように，何代かにわたって商売，仕事が引き継がれ

ている場合が多いのに対して，韓国では三代にわ

たって同じ商売を続けている場合は稀である．成功

した実業人は，子供を一流の大学に入学させ，卒業

すれば上級官吏試験等を受けさせ，中央の役人ある

いは大学の教師の職に就けさせることを望む．その

背景には自分の子供は肉体労働ではなく，知的な仕

事に従事させたいという思いがある．「文」優先の

考え方である．その結果，大学卒と中学・高校卒の

賃金格差はわが国より大きく，同じ大卒でも，一般

に技能・技術職より事務職の方が上位に位置づけら

れている．

　こうした考え方の背景には，1910 年まで千年余

りも続いてきた両班（ヤンパン）の影響がいまだに

残っているといわれる．

　両班とは8），高麗，李氏朝鮮王朝時代の官僚機構・

支配機構のことである．高麗が国家を建設する時，

唐・宋の官僚機構制度を参考にしながら，文臣（文

班）と武臣（武班）の 2 つの班からなる官僚制度を

採用した．2 つの事を「両」という字で表すためこ

の 2 つの班を合わせて両班と呼んだ．

　起源的には文班は 958 年から科挙制度を採用し，

科挙の合格者を官吏として登用する制度を取った．

武班は 995 年ごろ六衛（軍団）が整理されたものを

緒とする．その後，幾多の変遷を経るが，両班には

国から田地と柴地が支給され，官僚機構を指す言葉

として定着した．

　その後，李氏朝鮮が建国され，制度改革の遂行さ

れる中で，文人を出す文科と武人を出す武科で構成

され三年に一度科挙が実施された．科挙は基本的に



「働く」を考える　⑴

25

良民全体に門戸が開かれていたが，これを受験する

ためには，かなりの経済力を必要としたので，科挙

の試験に合格し官僚になれたのは，これら両班階級

が大多数だった．その結果李氏朝鮮では，両班階級

が事実上官僚機構を独占し，特権階級になっていっ

た．やがて両班，中人（世襲的技術者），常人（一

般農工商民），賎民という四段階の身分制度が出来

上がっていった．

　両班は絶対的に力を持つと共に，李氏朝鮮の国教

となった儒教の教えのもとに労働行為そのものを忌

み嫌うようになっていく．「転んでも自力では起き

ない」，「箸より重いものは持たない」と言われる両

班・知的官僚層・士大夫の成立である．その後 17

世紀の清軍の侵入により国家財政の危機を打開する

ために政府が積極的に売位売官を行ったことと族譜

の偽造や戸籍の虚偽が多くなり，以降両班の人口は

急増した．列強の圧力が強まる中，1894 年甲午改

革が行われ，1910 年この身分制度は廃止され，両

班特権は消滅した．しかし身分開放 100 年以上経た

現在の韓国においても，志操の高い精神構造を両班

意識，両班精神と呼んだりする．いまだ肉体的労働

を軽んじ，知的労働を重んずる社会意識は根強いも

のがある．

4 ．日本の労働観の源流

　わが国の労働観の特徴は，肉体労働を重んじるこ

と，働くことと学ぶことが一体となっている点にあ

る．

⑴　神話の時代と武家社会の早い到来

　古く歴史を紐解くと，八百万の国であるわが国の

主神・天照大神でさえ，機織などに従事されたと『古

事記』9），『日本書紀』10）の神代巻に記されている．ま

た天照大神の直系とされている歴代の天皇も，農作

業をされている．その象徴が新嘗祭である．天皇が

初夏に自ら田植えをし，秋にそれを自ら収穫し，刈っ

た最初の稲穂を神に捧げるという祭祀である．こう

してみると，神話の時代から，肉体労働を蔑視する

という考え方は，見られない．

　また，歴史の展開を追うと，貴族・文人から比較

的早い時期，12 世紀後半には肉体を重んずる武人

の支配する社会が出現したことも大きな要因といえ

よう．

⑵　日本仏教と「働く」

　先に，初期キリスト教では，罰としての労働・苦

痛というとらえ方であったが，宗教改革以降，天職

観 calling が唱えられ，これが資本主義経済発展の

原動力になったと述べた．

　日本の主たる宗教・仏教は「働く」をどのように

とらえているのだろう．仏教は，本来生老病死とい

う根源的な，生物的な次元での苦悩に向かい合い，

苦悩からの解脱を目指すとこから出発した宗教であ

る．そのため労働の苦痛などは末梢的なこととして

とらえているところがある．仏法僧は世俗とは縁を

切り，出家して，なんらかの僧団に所属し，在家信

者の布施，寄進によって生活するのが基本で，労働

を問題とすることはなかった．

　仏教はインドに生まれ，その後，スリランカ，ビ

ルマ（現ミャンマー），タイ等に広がって小乗仏教

となり，いまも修行者の生活は，直接街にでて，布

施を乞う托鉢という形が続いている．他方，北には

中国，モンゴル，朝鮮等を経て日本に渡り，大乗仏

教となっていく．

　日本へ仏教が伝来したのは 538 年だと伝えられ

る．それ以降世界の他の主要宗教と同様，幾多の変

遷を経て，今日に至っているが，全世界の仏教徒 3

億数千万人，わが国の仏教徒はその 4 分の 1 を占め

る11）．

　現在最も信者数の多い親鸞を開祖とする浄土真宗

は，この汚れた世から，南無阿弥陀仏と唱えること

により，誰でも極楽浄土にいけると「厭離穢土」，「欣

求浄土」という表現を用い，死後の「あの世」に強

調点を置き，信仰中心の「彼岸主義」と呼べるよう

な特徴をもっていた．
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　15 世紀，室町時代に，後に浄土真宗の中興の祖

と呼ばれる蓮如が現れ，真宗の一般への普及に尽力

した．蓮如は彼岸（浄土）のために此岸（穢土）を

否定するのではなく，この世の勤めを大切にしない

限り，あの世において救済はされないとこの世の意

義を強調した12）．具体的に言えば，当時固定されつ

つあった士農工商どの職業であれ，それぞれ与えら

れた仕事を大切にすることが良い信者であり，この

世の中心に報恩の行として勤労をおいたのである．

　その典型例が近江商人であろう．熱心な真宗の信

徒であった近江商人は行商からはじめ，次第に全国

に商いを展開し，多くの富を蓄えたが，その働き方

は勤倹，忍耐，刻苦勉励という言葉で象徴されるも

のであった．その背景には労働と信仰が一体となっ

た宗教的信念があった．この教えは江戸時代にさら

に広がっていく．

　いまひとつ鎌倉仏教に始まり日本人の精神風土に

現在まで多大な影響を与え続けている宗派の一つに

禅宗がある．禅宗にも栄西を開祖とする臨済宗と道

元を開祖とする曹洞宗がある．臨済宗では13），公案

禅という師弟の問答による修行禅を重んじるのに対

して，曹洞宗では14）「只管打座」による「即身是仏」

を説くところに特徴があるが，両宗とも座禅を重ん

じ，一見日常的な作業，労働には無頓着のようにと

られがちである．しかし実際は修行として，朝から

晩まで黙って座禅をし続ける接心をすると同時に，

まき割り，風呂焚き，便所掃除という作務をする．

日常的な肉体労働も重要な修行なのである．臨済宗

の著名な禅師・百丈は「一日作さざれば，一日食ら

わず」と働かなかったら食べてはならないと戒めて

いる．

　また道元はその著『典座教訓』の中で典座の心得

を述べている15）．典座とは寺で食事を作るいわば料

理人のことである．料理することも座禅と同じ修行

の一環だとする．例えば食する者の状態を常に考え

ながら献立を考え料理する．食する者が疲れた状態

であれば同じ献立でも少し，甘めの味付けにする．

あるいは前日に何を食べ，当日の朝食や昼食を考慮

した夕食の献立にする．当然地の食材，旬の食材を

最大限活用する．こうした配慮は禅の教えそのもの

だという16）．

　ここでは宗教と日常の生活，立ち居振る舞い，労

働は一体化している．

⑶　江戸時代に固められた日本的労働観

　かつて江戸時代は鎖国の時代，士農工商の身分体

制が確立した閉鎖的な時代としてのみ論ぜられるこ

とが一般的であった．しかし，現在ではむしろこの

260 年間余に日本文化が熟成され，その後の日本人

の精神構造に大きな影響を与えたと評価されること

が多くなった．

　労働観の形成についてもこの時代の意味は大き

い．神道，仏教そして儒教が渾然とした形で，士農

工商何れの階層にも影響を与え，日本的労働観が形

成されていった．ここでは思想的，実践的に影響力

のあった三人を紹介しておこう．

①　鈴木正三

　鈴木正三は17），1579（天正 7）年，三河国加茂郡（現

愛知県豊田市）で，徳川氏の家臣・鈴木重次の長男

として生まれた．長男であったが家は弟が継ぎ，正

三は別に一家を興している．大阪の陣等で武功を挙

げ 200 石の旗本となった．三河武士であった正三は，

戦闘等で常に生死を身近に感じ，17 歳の時経典を

読んで以降，仏教に傾倒し，職務の間を縫って，諸

寺院を参詣した．同僚の儒学者の反仏教の意見に反

発し『盲安杖』を書き，翌年 42 歳のとき出家して

僧侶となる．旗本の出家は禁止されていたが，正三

は主君の秀忠の温情で罰せられることなく済んだ．

正三は，それ以降，臨済宗の大愚宗築や曹洞宗の万

安英種らに参禅した後，故郷三河に帰って石平山恩

真寺を創建して執筆活動と布教に努めた．切支丹の

教義を理論的に批判した『切支丹』（1662 年）は優

れた仏教書として高く評価されている．

　また『万民徳用』（1661 年）は代表作の 1 つであ

るが，仮名書きのやさしい和文で，「人々の心のも

ち方が自由となり，人々が心の世界の中で，自由に
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振舞うことができるようになるためならば，南無阿

弥陀仏と念仏を唱えるもよし，座禅をしてみるもよ

し，さらにはそんなことなにもしなくても，毎日，

自分に与えられたそれぞれの仕事に，精一杯打ち込

んで働いていけば，それが人間として完成していく

ことになる」と，民衆の日常に目を向け，宗教，禅，

念仏にとらわれず，世俗的な職業に励むこと自体が，

仏教修行であると「世法則仏法」を説いた．即ち商

人や職人の生活の業も立派な行いと考え，心がけ次

第で労働もそのまま仏行となるとした．さらに当時

卑しいこととされていた商人の利益も否定せず，正

直に生業に励むことが仏道修行である，人に奉仕し

た結果が利潤を生むと評価した．

　正三はこの考えを広く民衆に広めるために，各地

の寺の整備にも努めた．こうしたことから正三は，

職業倫理を日本で初めて説いた禅僧といわれた．

1665（明暦元）年逝去．享年 76 歳．

②　石田梅岩

　正三の思想を一層発展させたのが石田梅岩であ

る．梅岩は18）江戸中期 1685（貞亨 2）年，現在の京

都府亀岡市の農家の次男として生まれた．長男が家

を継ぐ慣わしであるため，11 歳で京都の呉服屋の

丁稚奉公に出たが，その後一旦故郷へ帰る．1707 年，

23 歳の時再び奉公に出る．子供のころから律儀で

まじめな性格で，奉公先の家人から「たまには外に

出かけたら」と夜遊びを進められたエピソードが残

されている．仕事の傍らで「自分とはなにか」，「人

はいかに生きるべきか」等を真剣に考え，早朝書物

を読み，みなが寝静まった後，勉学に励んだ．そし

て 1727 年に出遭った在家の仏教者小栗了雲に師事

し思想家への道を歩み始め，45 歳の時に借家で塾

を開いた．当初は男子のみを対象としていたが，聴

講を望む婦女子も多く，障子越しの別室にて拝聴が

許された．当時としては異例のことである．

　梅岩は「学問とは心を尽くして性を知る」，「心が

自然と一体となり秩序をかたちづくる」として，「性

学」と自らの学問を称したが，その後手島堵庵等の

門弟によって「心学」の語が一般的となった．その

思想の根底にあったのは，宋学の流れを汲む天命論

であるが，儒教，仏教，日本古来の神道の思想を総

合した実践的なものであった．

　梅岩は，知るだけでは十分ではない，実践しなけ

れば聖人ではないと，出家もせず，庶民の中に身を

おき，宗教と仕事は別ものではないと説いた．特に

梅岩は，正三が認めた商業という仕事の価値を一層

明確に示した．梅岩は士農工商，身分の差はあって

も，職分上，人は平等であるという機能的な社会観

に立ち，どの職業も社会には必要だとし，商人が売

買をし，利益を得ても当然だとして「利をとるは商

人の正直なり」とした．

　梅岩は「正直」と「倹約」が重要だとしているが，

彼の言う「正直」とは，所有関係や契約関係を守り，

正当なやり方で商いを行い，利益をあげること．い

わば「実の商人は先も立ち，我も立つことを思うな

り」．すなわち「自利即利他」の説だと言える．ま

た「倹約」とは「世間のために，三つ要ることを二

つで済ます」．これは自分のためにだけ行うケチと

は違うのだとする．「正直」，「倹約」の背景には，

物の命そのものを生かし，さらに人のために考える

深い世界観がある．さらに言えば，その実践的な教

えは，深い内省と求道の精神に裏付けられてい

る19）．

　梅岩は，1744 年，60 歳で死去するが，彼の創始

した心学は，その後も商人を中心に農民，さらに武

士階級にも大きな影響与えた．

③　二宮尊徳

　農業の分野で日本の労働観に大きな影響を与えた

のは江戸後期の農政家・二宮尊徳である．尊徳

は20）1787（天明 7 年），相模国足柄上郡栢山村（現

在の神奈川県小田原市）に比較的裕福な百姓の長男

として生まれたが，彼が物心つく頃には，水害等で

田畑は流出し，家産は急激に傾いた．加えて 14 歳

そして 16 歳の折，父ついで母が死去，一家は離散

した．尊徳は伯父の家に身を寄せることになった．

この幼少期にも尊徳らしい逸話21）が幾つかある．

・�まだ幼少であった頃，わらじを編んで金を稼ぎ，
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酒好きの父のために酒を買った．

・�伯父の家で暮らしていた頃，寝る間も惜しんで読

書をした．油代がもったいないと伯父に叱られる

と，荒地に菜種をまいて収穫した種を菜種油と交

換し，それを燃やして勉学を続けた．

・�荒地を耕して田植え後の田に捨てられていた余っ

た稲を集めて，米を収穫した．

　こうした努力で尊徳は 20 歳までに生家の再興を

成し遂げると，地主経営を行いながら小田原に出て，

武家の奉公人としても働き出す．奉公先の小田原藩

家老・服部家でその才覚が認められ，服部家の財政

立て直しを頼まれ，見事にやり遂げる．その才覚は

近隣に知れ渡わり，次々と経営再建の依頼をされる．

小田原藩主・大久保家の分家であった旗本・宇津家

地行所桜町領の経営再建をはじめ，尊徳の指導は小

田原藩領のほか日光神領，烏山，下館，相馬各藩に

及んだ．その間，1842 年老中水野忠邦により普請

役として幕府役人にも取り立てられた．また一家，

一村，一藩再建の指導書『日光仕法雛形』を作成し

ている．生涯に復興した町村は 600 を超えるが，日

光神領立て直し半ば，1856（安政 3）年病没，70 歳

であった．著書には『為政鏡』，『富国方法論』，『三

才報徳金毛録』等がある．また門人であった富田高

慶は『報徳記』22），福住正兄は『二宮翁夜話』23）を著

している．

　尊徳がなぜこれほどの藩，村落の再建を成し遂げ

たのか，その思想，勤労哲学のエッセンスをみてみ

よう．彼の教えは，報徳教と称せられることもある

が，それは尊徳が独学で神道，仏教，儒教等を学ぶ

とともに農業の実践から修得した，豊かに生きる知

恵であり，決して宗教ではない．

　尊徳の世界観の根本に「天理」と「人道」の考え

方がある．この 2 つは同じではない．「天理と人道

とは，格別な物なるが故に，天理万古変ぜず，人道

は一日怠れば忽ち廃す．されば人道を勤むるを以て

尊しとし，自然に任ずるを尊ばず」．要は天理とい

う宇宙不変の法則をわきまえて，人為的努力を怠ら

ないのみか最善を尽くす（人道）というのが，人間

のあるべき姿というのである24）．

　その上で尊徳の実践論は，至誠・勤労・分度・推

譲に集約できる．至誠とは誠・徳・仁という心の状

態であり，その上で日常生活のすべての選択を行い

実践していくことが勤労である．分度とは，至誠の

状態から勤労することにより，それが消費活動とも

なり自ずと贅沢を自ら慎むことになることを言う．

　そして推譲とは，分度して残った余地を自分自身

の将来，それ以上に他に譲ることをいう．単なる贈

与ではなく，至誠・勤労・分度の結果として行われ

ることである25）．

　尊徳は，この哲学を生涯身をもって実践し抜いた．

おわりに

　人はなぜ働くのか，労働観に影響を与えた古今東

西の考え，思想の要点を見てきた．わが国の一つ大

きな特徴は，他の多くの国々と違って，神道であれ，

仏教であれ，思想であれ，肉体的労働を尊重してい

ること，また働くことと学ぶことが一体化している

こと，さらに働くことは自分だけではなく他の役に

立つことが挙げられる．こうした労働観が，その後

のわが国における労働観にどのように関連している

のかは，次稿以降で考察したい．
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